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電体板で覆われたアクティプパッチアンテナの指向性
Radiation Pattern of Dierectric Covered AcもivePatch An七en
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瓦がき
年マイクロ波無線送電技術への関心が高まってい
[IJ・、マイクロ波無線送電は電力線を用いずに遠隔地へ・jJを送電する技術である。送電側は発電した直流亀
力をマイクロ波に変換して送出し、受電側は受信したマ
イクロ波を直流電力に再変換して負荷へ供給する。電力
.失を低減するため、 直流/マイクロ波相互変換の高効
劇じゃマイクロ波送電指向性の先鋭化が必要であり、ア
~手ナと能動素子を一体化した送電用アクティブアンテ
チキ受電用レクテナが盛んに研究されている。特に、送
‘用アクT'<イプアンテナには、直流/マイクロ波変換の
高効率化や指向性の先鋭化が求められている。
アクティプパッチアンテナは、マイクロストリップパッ
チに負性抵抗素子を装荷した発振器一体型アンテナであ
る[2J・マイクロス トリップパッチはマイクロ波発振器
の周波数選択用共振器として及びパッチアンテナとして
の復合機能素子として働く。 このようなアンテナは共振
gと放射器とを兼用するため、発生したマイクロ波を効
率よく自由空間へ放射できる。指向性先鋭化の為、複数
泰子を配列したアクティプアレイアンテナの同期発振が
低みられているが、大規模アレイの発振の不安定性が懸
念されている。単位面積あたりの素子数低減技術も併せ
て検討するべきであるが未発展の状況である。本研究で
1，単体のアクティ ブパッチアンテナの放射面を誘電体
で覆うことによる指向性の先鋭化を試みた。
:a 
1作した5.8GHz帯アクティブパッチアンテナの構造
壱図 Hr示す。 比誘電率3.5、厚み0.762mmの誘電体
陀に長さ 0附 長幅0峨長のパッチアンテナを
こっE函配列し、その聞に負性抵抗素子を装荷した。負
位低抗紫子には長さ 12.7mmの短絡スタブをソースに
自主荷したHEMT(NE321OS01)を用いた。各パッチアン
伊ナの長手方向中央に直流バイアス回路を設けた。パッ
日Fアンテナの表面から間隔 dだけ縦して、アルミナセ
ラミック板(比誘電率 10、厚み 0.8mm、50mm正方)
を訴重体基板に並行に挿入した。
..特性
.ず、アルミナ板を挿入しないときのアクティブアン
ナの発振特性を測定した。パッチアンテナの主放射方
司へ 60cm離れた位置に利得 8dBiの対数周期アン
?ナを配置し、受信したマイクロ波をスペクトルアナ
ライザで観測した。 ゲートソース関電圧をOVとしたと
|き、ドレインソース関電圧が0.5V-3.0Vの範囲で発振
司波数が5.532GHz-5.868GHz、受信電力が-35dBm-
2dBmまで変化した。高調波成分は基本波より 15dB
以主主Eがった。
百両[性
'ルミナ板の挿入間隔を変化させたときの 3dBビー
幅を図 2に示した。ここで、挿入間隔の変化に応じて
ドレインソース関電圧を変化させ、発振周波数を5.8GHz
)ご調整した。電波暗室内にアクティプアンテナから 5m
の殿れて設置した 16dBiの標準ホーンで受信したマイ
ロ波の直流検波電圧を観測した。アルミナ板を挿入し
いときのビーム幅が 56degであったのに対し、アル
ミナ板を挿入するとビーム幅を 40degまで先鋭化でき
ることを確認した。最もビームが鋭くなったときのパッ
チ表面からのアルミナ板の距離は 9mmであった。
アルミナ板をパッチ表面から 9mm継したときのアク
ティブアンテナの指向性と、アルミナ板を挿入しなかっ
たときの指向性を図 2に示す。アルミナ板を挿入したと
きの指向性が挿入しないときの指向性と比較して鋭くな
ることが確認できた。
5 まとめ
アルミナ板で覆われたアクティプパッチアンテナの指
向性について検討した。ビーム幅が 56d慌の 5.8GHz
アクティブパッチアンテナから 9mm離れた位置に、基
板と並行に厚さ 0.8mmのアルミナ板を挿入すること
で、ビーム幅が40degに先鋭化されることがわかった。
これは、パッチとアルミナ板の間でマイクロ波が共振す
ることで実効関口面積が広くなるためだと考えられる。
実効関口面積が向上するため、大規模アレイを構成する
ときにアンテナ素子数を低減するととが可能で、安定し
たマイクロ波送電が可能になると期待できる。
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図lアクティブパッチア 図2パッチとアルミナ板
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